
 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和５年 １２月２２日（金）Vol.３３ 

「仲間も、自分も、大切にしよう」 

「あきらめずに、取り組もう」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 行く年・来る年・冬休み 
「暑い暑い」と言い合って始まった２学期も、気が付けば「寒い寒い」と身を縮めて過ごすように

なりました。長く濃い２学期は、今日で終了です。いろいろなことがありましたが、一人ひとりが全

力で取り組み、今日までたどり着きましたね。お疲れ様でした。お互い、よく頑張りました！ 

明日からいよいよ冬休みです。生徒の皆さんが、家族とともに、または仲間や友達と一緒に、健康

で安全な、充実した年末・年始を過ごせるよう、心から祈っています。 

終業式で、私から話したことは、次の３点です。 

１ 仲間も自分も大切に 

仲間とは、友達だけでなく、みなさんを支えてくれる家族や周りの人のことも含みます。

相手の気持ちを考えたり、手伝いをしたり、挨拶をしたりして、大切に思う気持ちを伝えま

しょう。また、ＳＮＳやメッセージのやりとりなども、十分に気をつけましょう。 

また、病気やけがをしないよう健康・安全に気をつけるとともに、勉強や体力づくりをし

たり、自分の得意なこと・好きなことを伸ばしたりすることで、自分を大切にしましょう。 

２ 時間もお金も大切に 

ゲームや動画、ＳＮＳなどに夢中になると、冬休みはあっという間に過ぎてしまいます。

規則正しい生活をし、計画的に勉強するようにしましょう。 

また、お年玉やお小遣いなどをもらうことがあると思います。そのお金は、もともとは保

護者や親戚の方など、いろいろな人が働いて手にしたものです。無駄遣いや、友達同士で、

おごったり、貸したり借りたりすることのないようにしましょう。 

３ さよなら５年・よろしく６年 

令和５年がまもなく終わり、令和６年がすぐそこまで来ています。「さよなら５年」を合

言葉にして、今年の自分のがんばりを振り返りましょう。そして「よろしく６年」を合言葉

にして、新年に希望や目標をもち、どんな自分になりたいかを考えてみましょう。 

一人ひとりが、温かく穏やかな冬休みを過ごせるように、そして、３学期にまた、元気に

会えることを、願っています。 

【保護者の皆様へ】 

１７日間の冬休み。家庭での団らんや、リラックス・リフレッシュの時間として、有意義に過ご

していただきたいと思います。 

家庭学習については、「冬休みのしおり」を確認し、計画的に進められるように、また、生活

リズムが乱れることのないよう、生徒を支え、励ましてください。 

充実した冬休みが、充実の３学期につながります。ご家庭でのご協力をお願いします。 

令和５年も、たいへんお世話になりました。令和６年も、引き続きよろしくお願いします。よい

お年をお迎えください。 



  

  

 

 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

  

  

プロの技から学ぶ 

【赤い粘土はまんじゅうの皮。青い粘土は

あんこ。まずは職人さんの模範演技。見て

いると簡単にできそうなんですが…】 

【知っていると絶対にお得なロープの結び方

を、消防士さんが教えてくれます。こんがら

がっても、慌てずに、諦めずに!】 

【髪質などを確かめながら、実際に前髪を

カットしてくれた美容師さん。髪の悩み相

談にも、丁寧に答えてくれました】 

１５日(金)、２年生が「職業人

に聞く会」を実施しました。美容

師、消防士、ケーブルテレビのス

タッフ、和みの米屋の和菓子職人

の４名のプロフェッショナルをお

招きし、それぞれの現場で活用し

ている技などを目の前で見学した

り、実際に体験したりして、有意

義な時間を過ごしました。 

職業人の方々は、鮮やかに、さ

も簡単そうに技を披露していまし

た。しかし、そこに至るまでに、

私たちの見えないところで、様々

な職業人が、人知れず研究や練習

を積み重ねているのでしょう。一

人ひとりの小さな努力が、世の中

を支えているのだと感じました。 

２年生は、これまでの練習と緻

密な計画の甲斐があり、ご案内や

進行などは、完璧でした。 

【ＪＲ成田駅東口は、何人もの人が行き交

います。小さい子からお年寄りまで、い

ろいろな方が協力してくれました】 

【ＪＲ成田駅西口のエスカレーターの傍

で、元気に協力を呼びかけました。た

くさんの方が応えてくれました】 

【京成成田駅東口の階段傍での呼びかけ。足

を止めて募金してくれる人が多く、うれし

かったですね】 

誰かのために・自分のために 
９日(土)、ＪＲ成田駅の西口、東口と、京成成田駅の東口にて、市社会福祉協議会による「歳末助け

合い運動」が行われ、３年生有志１３名が、街頭募金活動に協力しました。 

【ニュース原稿を読む生徒を撮影し、すぐ

にパソコンと連携して、動画を編集するプ

ロのテレビクルー。すごい即応力です】 

活動を見守ってくれた教頭先生が「皆さんは、今日の募金活動を通して、いいことを３つ行いまし

た。１つ目は、募金を呼びかけることで、困っている人の助けになること。２つ目は、募金の機会を設

けることで、募金した人の心を、和ませて、温かくしたこと。３つ目は、募金活動に参加することで、

自分自身も、喜びや満足感を得られたことです。自分が喜ぶことで、自分を大切にすることができます 

ね」と、この活動を振り返り、生徒は笑顔で帰って行きました。 

童謡「さっちゃん」の作詞者・阪田寛夫さんの「クリスマスだから」という詩を、皆さんには、ぜひ

読んでほしいと思います。 

…世界中の全ての人が笑顔で過ごせればいいけれど、今この瞬間にも、泣いたり、悲しんだり、 

怒ったりしている人は、大勢います。 

自分は今、穏やかでいるのに、その人はどうして悲しいのだろう…考えても答えはまとまらないけれ

ど、関心をもって、ほんの少しでも、考えてみる。それでも、答えは出ないけれど、何かできること

が、あるのか無いのか…人々のそんな思いが、今回の募金のような行動につながっていくのではないで

しょうか 



 
募金箱を持って立つ人がいて、その呼びかけに応える人がいて、そのような温かな輪が、これからも、

あちこちで少しずつ広がっていくとよい、としみじみ思いました。 

余談ですが、私が幼かった頃、私の母が街頭募金に小銭を寄付するときに「どこかでお腹をすかせてい

る赤ちゃんの、ミルク代の足しになるだろうから」と言った言葉が、今も私の心に残っています。それ以

来、私は募金をする度に、「ミルク代・おむつ代」という言葉が、思い浮かぶのです。 

２学期を振り返ろう 
「行事の２学期」などと言われますが、生徒は授業や、日々の生活にもしっかりと臨みました。今学期

も各クラスで様々な活動が行われていたので、その一部を紹介します。 

【１年生は、前期は技術科で本棚を完成させました。後期からは家庭科に変わって、ファイルのカバーを作り始めています】 

【３年生は音楽でギターに挑戦。ジャカ

ジャーンとかき鳴らして、「カントリ

ーロード」を歌ってみました】 

 

【２年生の理科は電気回路の授業。全員が一台ずつ実験できればよいのですが、なかなかそう

もいかず…そこで今回使ったのは、回路のシミュレーションのアプリ。電池、スイッチ、抵

抗、電球などを画面上でつないでいくと、電球が点くか、回路が正しいかすぐ分かります】 

【詩の音読をする１年生。情景を思い描い

て、声の強弱や読む速度を工夫して、「河

童と蛙」の世界を表現します】 

【時間をかけて、こつこつと彫って削って

きた、３年生の彫刻も仕上げの段階。丹

念に磨いて整えています】 

【保体の時間は持久走に取り組みました。どの

学年も、仲間の声援を受けながら、駆け抜け

ました。完走することに意義があります！】 

【衛生委員会が、２校時終了後の休み時間に、

換気の呼びかけをしています。冬休み中も、

新鮮な空気を入れて、リフレッシュ！】 

【２年生もギターの授業。ペアで、演奏する様子を互いに動画に撮ってチェック。コード

を押さえて、アルペジオでポロン…ポロン…とつま弾くもの憂げな旋律が、廊下に漂っ

ていました。廊下を歩いていた私は、荒野をさすらっているような心境になりました】 

 



 

 

 

 

 

  

栄冠は君に輝く 
生徒集会と終業式で紹介された「受賞の記録」です。力を付けてきた人がいれば、力を

伸ばしている人もいます。好きこそものの上手なれ。これからも、積極的に、楽しんで取

り組んでください。 



 

 

 

 

 


